
計画の推進のために

　本章では、「めざす将来の姿」の実現のために、県民、民間団体、企業、市町村、県など、ふくしまで
活動する多様な主体の役割や、県の姿勢を明確にするとともに、第４章の「政策分野別の重点施
策」、第５章の「地域別の重点施策」の実効性を確保するための取組みについて示します。
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・健康で生きがいに満ち、安全で安心なふくしまづくり推進プログラム

「めざす将来の姿」の実現
のために…

重点施策の実効性確保
のために･･･

吉田富三は明治36（1903）
年、石川郡浅川町に生まれま
した。

大正12（1923）年、東京帝国
大学医学部に進み、卒業後、病
理学を専攻しました。

昭和７（1932）年、ラットに化
学物質を投与し、世界で最初の人工肝臓がんの生成に成
功しました。昭和18（1943）年にはラットの腹水に浮遊する
がん細胞（吉田肉腫）を発見し、がんが「がん細胞」から発生
することを証明しました。この発見が、細胞レベルにおけるが
ん研究の幕開けとなり、がん研究を世界で飛躍的に発展さ
せることになりました。

また、吉田肉腫は、がんに効果のある薬物の客観的測定を
可能とし、がんの化学療法は目覚ましく進歩を遂げました。

生涯にわたり、がん研究の先導者としての役割を果たし、文
化勲章、勲一等旭日大綬賞などを受賞しました。

吉田富三
1903～1973

よし 　だ 　と み ぞ う

瓜生岩子は文政12（1829）
年、小田付村（現在の喜多方
市）に生まれました。

14歳の時、藩医の叔父山内春
瓏の手伝いをしながら礼儀作
法、学問、医療などを学びまし
た。この時に見た貧しい人々や

孤児らが、後の慈善活動家としての活動の原点となったと言
われています。

33歳の時に夫と死別し、翌年には、実母も他界する不幸に
見舞われましたが、示現寺の隆覚禅師の言葉に励まされ、そ
れ以降、我が身を投げ打ち貧しい人々や孤児たちを懸命に
救い続けました。

戊辰戦争の際には敵味方の区別なく負傷者を看護し、戊辰
戦争後も孤児救済施設や無料医療施設の設立に奔走する
など、福島県のみならず全国的に慈善活動の発展のために一
生を捧げました。女性として初めて藍綬褒章を受章しました。

瓜生岩子
1829～1897

う　りゅう い わ  こ

古関裕而は明治42（1909）
年、福島市に生まれました。小
学校のとき、音楽に興味を持
ち、独学で作曲を始めました。

昭和４（1929）年、管弦楽のた
めの舞踊組曲「竹取物語」がイ
ギリス チェスター社の作曲コン

クールに入選し、昭和５（1930）年、21歳のとき、コロムビア
専属作曲家として上京しました。

ＮＨＫラジオドラマの主題歌「とんがり帽子」「君の名は」や、
鎮魂の祈りを込めた「長崎の鐘」など、多くの人々に生きる希
望と励ましを与え、愛唱される作品を数多く作曲しました。

また、全国高等学校野球選手権大会歌「栄冠は君に輝く」、
「大阪（阪神）タイガースの歌（六甲おろし）」、東京オリンピック
選手入場行進曲「オリンピック・マーチ」など、清潔感と躍動感
にあふれるスポーツ音楽も手掛けました。

古関裕而
1909～1989

こ 　せ き ゆ う   じ

草野心平は明治36（1903）
年、いわき市に生まれました。
16歳までいわき市で暮らし、大
正８（1919）年に上京しました。

大正10（1921）年、中国の嶺
南大学（現在の中山大学）に
留学し、この頃から夭折した兄

が書き残した詩に触発され、詩作を始めました。

宮澤賢治、高村光太郎、萩原朔太郎などの詩人との親交を
深めました。特に宮澤賢治の没後、その作品の紹介に力を
尽くした功績は高く評価されています。

ひらがな、カタカナ、漢字、句読点を自由自在に操り、人々の
生活感情を「蛙」「石」などのユニークな素材や、「富士山」「シ
ルクロード」「天」といった雄大なスケールから読み上げる独自
の詩の世界を築きました。また、生涯にわたり蛙をモチーフとし
た詩を書き続けたことから「蛙の詩人」とも称されました。

草野心平
1903～1988

くさ 　 の 　し ん ぺ い

福島県ゆかりの
偉大な先人たち

全国的、世界的に顕著な功績を残した
福島県にゆかりのある偉大な先人たちを
ご紹介します。
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計画の推進のために第　章6
　第３章では、「めざす将来の姿」の実現に向けて、県全体として力を合わせて取り組んでいく方向性
について、「政策分野別の基本方向」として示すとともに、県づくりの基礎となる地域づくりについて、
「地域別の基本方向」として示しました。
　また、第４章「政策分野別の重点施策」、第５章「地域別の重点施策」では、さまざまな主体と連携し
つつ、県がその役割分担の下に重点的に取り組む事項を示しました。
　本章では、「めざす将来の姿」の実現のために、県民、民間団体、企業、市町村、県など、ふくしまで活
動する多様な主体の役割や、県の姿勢を明確にするとともに、計画の実効性を確保するための取組み
や施策の組み合わせなどによる戦略的な取組みを示します。

計画推進に当たっての考え方1 　この計画は、県民、民間団体、企業、市町村、県など、本県で活動するさまざまな主体が、本県の
めざす将来の姿を共有するための指針となるものであり、その実現のためには、それぞれの役割
を認識し、力を合わせて取り組んでいくことが必要です。

県民運動の展開2 　多くの県民の知恵と行動力を結集して地域の問題解決に取り組み、県民一人ひとりが思いやり
の心と誇りを持って、いきいきと暮らせる豊かな社会を築くことを目指して、県民運動を展開する
ことにより、本計画の効果的な実現を図ります。

実効性の確保3 　計画を着実に推進するため、県は、予算の重点化、効率化を図りつつ、以下のことに取り組み、
実効性の確保を図ります。

　今後、さらに分権型社会への移行が進むことが想定されることから、県民、民間団体、企業など
には、地域社会を担う主体として、自ら考え、自ら行動し、地域をつくりあげていくことが期待され
ています。

（１）県民、民間団体、企業などに期待する役割

　毎年度、重点施策の達成状況を指標などにより点検・評価します。

　また、毎年度、各地域で県民との意見交換の場をつくることなどにより、地域の声を計画の進行
管理に生かします。

　評価結果や社会経済情勢の変化を踏まえて、取組みの改善を図るとともに、財源の優先的な配
分などにより、重点的な対応が必要な事項の取組みを強化します。

　進行管理の結果については、県民に分かりやすく公表するなど、情報の共有化に努めます。

（１）計画の進行管理

　社会経済情勢の変化が顕著な場合には、計画期間の途中においても、重点的な取組みを変更・
追加することにより、柔軟かつ機敏に対応できるようにします。

（2）柔軟かつ機敏な対応

　各部局が中心となって策定する部門別計画等と役割分担を図りつつ、めざす将来の姿の実現
のため、一体で施策を推進します。

　政策課題への対応に当たっては、政策課題が相互に関連することを念頭に置いた上で、部局連
携により全庁一体となった総合的な施策の構築・展開を図ります。

（3）全庁一体となった施策の推進

　第３章に記載した基本方向に沿って、第４章の重点施策を推進するに当たり、限られた財源で５
年間の計画期間中に最大限の効果を得るためには、各施策の波及効果なども考慮した上で、どの
ような施策をどのような順序で行うか、また、どのような施策を組み合わせるかについて十分に検
討して、実施していく必要があります。

　こうしたことを踏まえて、「ふくしまの礎」（人と地域）、「ふくしまを支える３本の柱」（活力、安全
と安心、思いやり）の体系を横断した観点で、第４章の重点施策に基づく取組みのうち、本県が当
面特に重点的に取り組むべき課題に対応したものを重点プログラムにまとめ、戦略的な取組みを
進めます。

　なお、緊急に対応が必要な課題が生じた場合には、臨機にプログラムを追加設定して対応し
ます。

（4）戦略的な取組みの推進

　市町村は、県民にとって最も身近な基礎的自治体として、県民の主体的な地域活動を支える役
割を担うとともに、その地域を最もよく知るものとして、地域のニーズに応じた行政サービスを提
供する役割が期待されています。

　また、一つの市町村内にとどまらない課題や、生活圏全体の課題を解決するため、隣接市町村
や関係市町村と連携していくことが求められています。

（2）市町村に期待する役割

　県は、広域的な役割、市町村間を調整する役割、市町村を補完する専門・高度な役割など、県
民、民間団体、企業、市町村などの活動を支える役割を担っています36。

　このため、市町村と連携しつつ、県民が主体的な地域活動を行えるよう、県政の情報を積極的
に公開するなど意識の共有化を図りながら、県民との協働を積極的に進めるとともに、地域課題
の解決のため、地域の実情に合った施策の展開を図ります。

　また、市町村との明確な役割分担の下、連携の取組みを推進するとともに、市町村がこれまで
以上に地域の実情を踏まえた地域づくりができるよう、市町村の主体的な取組みを支援していく
ほか、市町村が連携しやすくなるように努めます。

　さらに、計画を推進するため、必要に応じて国等に対して制度改革などを求めていくとともに、
広域的課題に対しては近隣県などと連携して取り組みます。

（3）県の役割と姿勢

36　地方自治法第２条の規定を踏まえて整理しているもの　

　あらゆる工夫による歳入確保と徹底した歳出の見直しに取り組みながら、これまで進めてきた
行財政改革を一層推進します。

第
６
章　

計
画
の
推
進
の
た
め
に

第
６
章　

計
画
の
推
進
の
た
め
に

144



計画の推進のために第　章6
　第３章では、「めざす将来の姿」の実現に向けて、県全体として力を合わせて取り組んでいく方向性
について、「政策分野別の基本方向」として示すとともに、県づくりの基礎となる地域づくりについて、
「地域別の基本方向」として示しました。
　また、第４章「政策分野別の重点施策」、第５章「地域別の重点施策」では、さまざまな主体と連携し
つつ、県がその役割分担の下に重点的に取り組む事項を示しました。
　本章では、「めざす将来の姿」の実現のために、県民、民間団体、企業、市町村、県など、ふくしまで活
動する多様な主体の役割や、県の姿勢を明確にするとともに、計画の実効性を確保するための取組み
や施策の組み合わせなどによる戦略的な取組みを示します。

計画推進に当たっての考え方1 　この計画は、県民、民間団体、企業、市町村、県など、本県で活動するさまざまな主体が、本県の
めざす将来の姿を共有するための指針となるものであり、その実現のためには、それぞれの役割
を認識し、力を合わせて取り組んでいくことが必要です。

県民運動の展開2 　多くの県民の知恵と行動力を結集して地域の問題解決に取り組み、県民一人ひとりが思いやり
の心と誇りを持って、いきいきと暮らせる豊かな社会を築くことを目指して、県民運動を展開する
ことにより、本計画の効果的な実現を図ります。

実効性の確保3 　計画を着実に推進するため、県は、予算の重点化、効率化を図りつつ、以下のことに取り組み、
実効性の確保を図ります。

　今後、さらに分権型社会への移行が進むことが想定されることから、県民、民間団体、企業など
には、地域社会を担う主体として、自ら考え、自ら行動し、地域をつくりあげていくことが期待され
ています。

（１）県民、民間団体、企業などに期待する役割

　毎年度、重点施策の達成状況を指標などにより点検・評価します。

　また、毎年度、各地域で県民との意見交換の場をつくることなどにより、地域の声を計画の進行
管理に生かします。

　評価結果や社会経済情勢の変化を踏まえて、取組みの改善を図るとともに、財源の優先的な配
分などにより、重点的な対応が必要な事項の取組みを強化します。

　進行管理の結果については、県民に分かりやすく公表するなど、情報の共有化に努めます。

（１）計画の進行管理

　社会経済情勢の変化が顕著な場合には、計画期間の途中においても、重点的な取組みを変更・
追加することにより、柔軟かつ機敏に対応できるようにします。

（2）柔軟かつ機敏な対応

　各部局が中心となって策定する部門別計画等と役割分担を図りつつ、めざす将来の姿の実現
のため、一体で施策を推進します。

　政策課題への対応に当たっては、政策課題が相互に関連することを念頭に置いた上で、部局連
携により全庁一体となった総合的な施策の構築・展開を図ります。

（3）全庁一体となった施策の推進

　第３章に記載した基本方向に沿って、第４章の重点施策を推進するに当たり、限られた財源で５
年間の計画期間中に最大限の効果を得るためには、各施策の波及効果なども考慮した上で、どの
ような施策をどのような順序で行うか、また、どのような施策を組み合わせるかについて十分に検
討して、実施していく必要があります。

　こうしたことを踏まえて、「ふくしまの礎」（人と地域）、「ふくしまを支える３本の柱」（活力、安全
と安心、思いやり）の体系を横断した観点で、第４章の重点施策に基づく取組みのうち、本県が当
面特に重点的に取り組むべき課題に対応したものを重点プログラムにまとめ、戦略的な取組みを
進めます。

　なお、緊急に対応が必要な課題が生じた場合には、臨機にプログラムを追加設定して対応し
ます。

（4）戦略的な取組みの推進

　市町村は、県民にとって最も身近な基礎的自治体として、県民の主体的な地域活動を支える役
割を担うとともに、その地域を最もよく知るものとして、地域のニーズに応じた行政サービスを提
供する役割が期待されています。

　また、一つの市町村内にとどまらない課題や、生活圏全体の課題を解決するため、隣接市町村
や関係市町村と連携していくことが求められています。

（2）市町村に期待する役割

　県は、広域的な役割、市町村間を調整する役割、市町村を補完する専門・高度な役割など、県
民、民間団体、企業、市町村などの活動を支える役割を担っています36。

　このため、市町村と連携しつつ、県民が主体的な地域活動を行えるよう、県政の情報を積極的
に公開するなど意識の共有化を図りながら、県民との協働を積極的に進めるとともに、地域課題
の解決のため、地域の実情に合った施策の展開を図ります。

　また、市町村との明確な役割分担の下、連携の取組みを推進するとともに、市町村がこれまで
以上に地域の実情を踏まえた地域づくりができるよう、市町村の主体的な取組みを支援していく
ほか、市町村が連携しやすくなるように努めます。

　さらに、計画を推進するため、必要に応じて国等に対して制度改革などを求めていくとともに、
広域的課題に対しては近隣県などと連携して取り組みます。

（3）県の役割と姿勢

36　地方自治法第２条の規定を踏まえて整理しているもの　

　あらゆる工夫による歳入確保と徹底した歳出の見直しに取り組みながら、これまで進めてきた
行財政改革を一層推進します。
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ふくしまを支える
３本の柱

重点施策（第４章） 重点プログラム

県民運動

ふくしまの礎

人と地域が輝く
「ふくしま」

効果的実現に寄与

いきいきとして活力に
満ちた「ふくしま」

安全と安心に支えられた
「ふくしま」

人にも自然にも思いやりに
あふれた「ふくしま」
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重点プログラム4 　戦略的な取組みを進めるため、以下の５つの重点プログラムを展開します。

　長期的な視点に立って、将来のふくしまをつくっていく上で基本となる人づくりを行うため、仕
事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）がとれた就業環境や保育環境の整備など、子育てしや
すい環境づくりを進めるほか、グローバル化が進む中でもたくましくしなやかに未来を切り開いて
いけるよう、確かな学力とともに、高い社会規範意識、自立心、豊かな創造性を持った子どもを育
成するなどの取組みを進めます。

（１）未来の主人公であるふくしまの子どもたち育成プログラム

　今後の成長産業をにらんだ産業集積を進めるとともに、産業振興の方向に対応した産業人材
の育成を強化します。また、県内各地の地域特性を生かした地域づくりと産業振興の連動という
視点に立ちながら、農林水産業や製造業を含めて産業全体として高い総合力を有するという本県
の特性を最大限に生かして、県内における生産と消費の循環を高めつつ、地域産業の６次化を推
進し、産学官の連携の向上により付加価値を高め、県外さらには世界へと販路を拡大するなどの
取組みを進めます。

（2）ふくしまの特性を生かした産業の総合力発揮プログラム

　美しい環境の保全と経済活力や地域活力の維持の好循環が実現した環境先進県を目指すた
め、森林保全活動などを通じた森林の活用によるＣＯ2吸収・排出抑制の推進、再生可能エネル
ギーの導入促進や環境・新エネルギー関連産業の育成、環境技術の普及など、低炭素社会に向け
た取組みを県民、企業、自治体等が一丸となって強力に進めます。

（3）地域活性化を導くふくしまの低炭素社会づくりプログラム

　住民自らによる地域づくりを推進することにより地域の魅力を高めるほか、雇用の場の確保、定
住・二地域居住の推進、文化・スポーツの振興など、あらゆる方法を用いて本県の魅力を発掘し、
新たに創出し、高め、発信し、また、近隣各県と連携しながら経済・観光等で広域的な交流を進める
ことなどにより、人口流出の抑制を図り、にぎわいを高めるための取組みを進めます。

（4）ふくしまのにぎわい創出プログラム

　高齢化が一層進行する中でも、誰もが生涯を通じて健康に暮らせるよう、世代を超え、県民一丸
となった健康づくり運動を展開するとともに、県民一人ひとりの生きがいづくりを進めることなど
により、本県の活力を維持します。

　併せて、県民が安全で安心に暮らすことができるよう、良質な医療を受けられる地域医療提
供体制の確保や地域における福祉の充実を図るとともに、関係機関との連携を図り、地域住民
の力も生かしながら、自然災害を始めとしたさまざまなリスクに対応するための取組みなどを
進めます。

（5）健康で生きがいに満ち、安全で安心なふくしまづくり推進プログラム

●重点施策と重点プログラムの関係
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重点プログラム4 　戦略的な取組みを進めるため、以下の５つの重点プログラムを展開します。

　長期的な視点に立って、将来のふくしまをつくっていく上で基本となる人づくりを行うため、仕
事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）がとれた就業環境や保育環境の整備など、子育てしや
すい環境づくりを進めるほか、グローバル化が進む中でもたくましくしなやかに未来を切り開いて
いけるよう、確かな学力とともに、高い社会規範意識、自立心、豊かな創造性を持った子どもを育
成するなどの取組みを進めます。

（１）未来の主人公であるふくしまの子どもたち育成プログラム

　今後の成長産業をにらんだ産業集積を進めるとともに、産業振興の方向に対応した産業人材
の育成を強化します。また、県内各地の地域特性を生かした地域づくりと産業振興の連動という
視点に立ちながら、農林水産業や製造業を含めて産業全体として高い総合力を有するという本県
の特性を最大限に生かして、県内における生産と消費の循環を高めつつ、地域産業の６次化を推
進し、産学官の連携の向上により付加価値を高め、県外さらには世界へと販路を拡大するなどの
取組みを進めます。

（2）ふくしまの特性を生かした産業の総合力発揮プログラム

　美しい環境の保全と経済活力や地域活力の維持の好循環が実現した環境先進県を目指すた
め、森林保全活動などを通じた森林の活用によるＣＯ2吸収・排出抑制の推進、再生可能エネル
ギーの導入促進や環境・新エネルギー関連産業の育成、環境技術の普及など、低炭素社会に向け
た取組みを県民、企業、自治体等が一丸となって強力に進めます。

（3）地域活性化を導くふくしまの低炭素社会づくりプログラム

　住民自らによる地域づくりを推進することにより地域の魅力を高めるほか、雇用の場の確保、定
住・二地域居住の推進、文化・スポーツの振興など、あらゆる方法を用いて本県の魅力を発掘し、
新たに創出し、高め、発信し、また、近隣各県と連携しながら経済・観光等で広域的な交流を進める
ことなどにより、人口流出の抑制を図り、にぎわいを高めるための取組みを進めます。

（4）ふくしまのにぎわい創出プログラム

　高齢化が一層進行する中でも、誰もが生涯を通じて健康に暮らせるよう、世代を超え、県民一丸
となった健康づくり運動を展開するとともに、県民一人ひとりの生きがいづくりを進めることなど
により、本県の活力を維持します。

　併せて、県民が安全で安心に暮らすことができるよう、良質な医療を受けられる地域医療提
供体制の確保や地域における福祉の充実を図るとともに、関係機関との連携を図り、地域住民
の力も生かしながら、自然災害を始めとしたさまざまなリスクに対応するための取組みなどを
進めます。

（5）健康で生きがいに満ち、安全で安心なふくしまづくり推進プログラム

●重点施策と重点プログラムの関係
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